
VOL.25 NO.7 CHEMOTHERAPY 2141

外科領域におけるKW-1062の 臨床効果
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福岡大学医学部第一外科

ア ミ ノグ リ コシ ッ ド系 新 抗 生 物 質KW-1062は 1971年

協和 醸 酵 工 業(株)東 京 研 究 所 で 発 見 され1,2),Gentamicin

C1aの6'-Nに メチ ル 基 が導 入 さ れ た 化 学 構 造(Fig.1)

を もち,Gentamicinと 同 様,グ ラ ム陽 性 菌 お よ び 緑 膿

菌,変 形菌,セ ラチ ア,肺 炎桿 菌 な どの グ ラ ム陰 性 桿 菌

に 抗 菌 力 を もち,本 剤 のi基礎 的 臨 床 的 検 討 は1974年 よ

り開 始 され,物 性,体 内 動 態 はGentamicinに 酷 似 す る

が,動 物 に よ る安 全 性 の 研 究 で はGentamicinよ り毒 性

が 弱 い こ とが,特 に ア ミ ノグ リコ シ ッ ド系 抗 生 物 質 で問

題 視 され る第 孤 脳 神 経 系 お よ び腎 臓 に対 す る影 響 の 弱 い

こ と が 見 出 され た3)。

今 回わ れ わ れ は,こ のKW-1062を 外科 領 域 の 術 後 重

症 感 染症 に使 用 し,そ の臨 床 効 果 お よ び 副 作 用 を 検 討 し

た の で そ の成 績 を報 告 す る。

1. 対 象および検討方法

1. 対 象

1976年4月 より1976年12月 までに福岡大学第一外

科に入院し治療を行なった術後重症感染症症例を対象と

した。

胃癌術後感染症7例,胆 道結石術後胆管炎4例,肛 門

周囲膿瘍3例(う ち1例 は皮膚癌による),膵 膿瘍1例,

直腸癌術後1例 の計16例 であ り,年 齢は20歳 よ り75

歳 までの女性4例,男 性12例 に使用した(Table1)。

2. 投与方法

いずれも40mgを 朝,夕(2回)1日80mgを 筋注

で3日 ～14日 間投与した。特に筋注による局所の副作用

は見られなかった(Table1)。

II. 使 用 成 績

効果判定は下記の基準によった。

著 効(Excellent):自 覚 的所 見 の 消 失,他 覚 的 所 見 の

正 常 化,推 定 起 炎 菌 の 陰 性 化 で5日 以 内 に治 癒 した もの 。

有 効(Good):上 記3項 目中1項 目 で も改 善 さ れ た 場

合 で 臨 床 症 状 が とれ る のに5日 以 上 を要 した場 合。

無 効(Poor):改 善 が 見 られず,む しろ 増 悪 した 場 合 。

以 上 の 分 類 よ り治 療 効 果 は,著 効6例,有 効7例,無

効3例 で あ り,有 効 率81%で あ った。

細 菌 は 膿 汁 お よび 胆 汁 よ り検 索 し,Klebsiella pneum

oniae 6例,Pseudomonas 3例,Enterobacter 3例,α-

Streptococcus 3例,Proteus mirabilis 1例,E.coli 1

例,Staphylococcus aureus 1例,Alcaligenes 1例 で あ

り,そ の 感 受 性 はTable1に 示 し,Pseudomonas の2

例 お よびAlcaligenesの1例 に無 効 で あ った 。

GOT,GPTの 使 用 前 後 の動 きを 見 る に,む し ろ基 礎

疾 患 の治 療 に よ り低 下 し たNe.7とNo.10の2症 例 が

あ り,他 の症 例 に お い て も正 常 範 囲 内 で の 動 きで あ っ

た 。 またBUN,Creatinineに っ い て も,使 用 前 後 に お

け る異 常 な動 き は見 られ な か った。

そ の他 発 疹 出現 な どの ア レル ギ ー反 応 お よび 第 樋 脳 神

経 障害,腎 障 害 な どに つ い て も全 例 に 特 別 な副 作 用 と思

わ れ る もの は見 られ な か った 。

III. 考 案

KW-1062を 術後重症感染症16例 に1日80mg を3

日～14日 間使用し,臨 床症状が改善され解熱および白血

球減少,膿 汁減少および細菌の消失を見るなどほぼ満足

すべき結果を得たが,無 効例として肛門周囲膿瘍の2症

例これはいずれも,他 に背及び皮膚癌 とい う宿主側に問

題があり,全 身状態の悪い症例であ り,ま た1例 は,膵

嚢胞の膿瘍化した症例で,こ れも細菌側および宿主側に

問題 となるものがあった。

それでこれらに対し感受性のある抗生剤 との併用 と,

同時に全身療法として低蛋白血症,貧 血の改善,局 所療

法として掻把,洗 浄な どが治療上大切であると思われ

る4)。

またこの薬剤の,こ の用量および期間の使用により,

特に全症例に副作用は全経過を通 じて見られなかった0

IV. 結 語

新アミノグ リコシッド系抗生物質KW-1062を 外科領

域の術後感染症16例 に使用し,著 効6例,有 効7例,

Fig.1 Structure of KW-1062
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無効3例 で,81%の 有効率が認められた。

副作用は全例に見られなかった。
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KW-1062, a new derivative of aminoglycoside, was clinically applied to 16 surgical cases with 
postoperative infection. Effectiveness of KW-1062 was excellent for six patients, good for seven 
patients and poor for three patients. The effective rate was 81%. No side effects were encountered in 
any cases.


